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1. はしがき

筆者は 1958年4月から約2年間，室蘭沿岸lと生育する海藻の生態につい

て，調査を行なった。今との調査資料のうちからアマノリに関する資料を選

び，文調査地域も各地先のアマノリの分布が広く且つ種類の多い7地域lζ限

定し，乙れらの資料を比較検討した結果，此類の生態に関してニ，三の知見

を得たので乙乙lζ報告する。

なお，本論lと入る前lζ，終始変らぬ御指導を戴いた思師北海道大学理学

部山田幸男教授，中村義輝助教授に感謝の意を表するとともに，との報告を

纏めるにあたって多くの有益な助言をして戴いた北海道地区水産研究所長谷

川由雄博士，及び北海道立水産試験場阪弁与志雄博士にお礼申しあげる。

2. 調査方法と調査地域

1958年4月から翌1959年6月まで，毎月 2-3回，イタンキから陣屋ま

での 6調査地先(第1図)に行き，標本の採集をし，種の同定を行ない，各種

の消長，着生帯，着生基物，着生状況

を1/200の平磯の地図及び野帖に記入

し調査した。乙の調査方法は，多くの

点で松浦(1958)の報告を参考にした。

調査地域はイタンキから陣屋まで

の各地先で，アマノリの種類が多く着

生状況も良いイタンキ(司，長磯 (6)，

チャラッナイ (9)，電信浜(14)，絵鞘(16)，

絵鞘(19)，陣屋(24)の7地域である(第

1図)。乙れらの干潮時露出する平磯の
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第1図室蘭沿岸と調査地域
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面積は絵鞘(16)が最も少なく 2.700m2であり， チャラッナイ (9)が5.150m2

で最も多い。一方，周年の着生する海藻の種類は絵鞘(16)が44種で最も少な

し陣屋が69種で最も多い。

3. 調査結果と考察

A. アマノリの種類と着生状況(第1表)調査地域にみられたアマノリの

種類は次の6種である。

マルパアマノリ? P. suborbiculata KjELLM. pro玄.

スサピノリ P. yezoensis UEDA 

ウップルイノリ P. pseudolinearis UEDA 

ホソパチシマクロノリ P. umbilicali・'sf. linearis (GREV.) HARV. 

オオノノリ P.onoiUEDA 

フイリタサ P. variegata (KjELLM.) Hus 

マルパアマノリ?としたのは，細胞は一層で，体の縁辺に顕微鏡的鋸歯

をもち，生殖器官の分裂型式は♀ (a/2b/2 c/4)， O (a/4 b/4 c/4)であるが，一部

の精子麓に c/8に分裂する過程の隔壁のようなものがみられた。乙れを隔壁

と考えれば，果胞子嚢もクロノリ P.okamurai UEDAと一致するが， ζのア

マノリは多くの点でマルパアマノリに類似しているのでマルパアマノリ?と

第1表調査地域におけるアマノリの着生状況

アマノリの種類

調査地域 ウツプJ十 フイリ
7 ノリ?ノリ イノリシマクロノ リ タサ

ノリ

イ ~ ンキ (2) 2 2 1 2 

長 磁 (6) 2 2 1 1 

チ+ラ v ナイ (9) 1 3 2 1 1 

電 信 浜 (14) 2 2 3 2 

絵 靭 (16) 2 1 

絵 靭 (19) 1 2 

陣 屋 (24) 1 1 1 

註各調査地域にみられるアマノリの着生面積，着生密度及び生育期間などから

着生量の多少を判断し，次の三階級に着生状況を分砂た。

1 : 着生量が極めて少ない。

2: 着生量が中ほどである。

3: 着生量がかなり多い。
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56 藻類第11巻第2号昭和38年8月

した。

とれらのアマノリの着生状況をみると，湾内(絵鞘~陣屋)を除いてウツ

プJレイノリ，スサピノリが他のアマノリに比較し良く着生している。一方，

マJレパアマノリ?はチャラッナイ (9)にのみ，同じくホソパチシマクロノり

もイタンキ (2)の調査地域にのみ着生している。なお，湾外(イタンキ~電信

浜)に比べて湾内(絵鞘~陣屋)では，着生するアマノリの種の数も少なく，着

生状況も悪い。

B. アマノリの着生基物と基物にたいする着生状況(第2表)

オオノノリ，フイリタサは褐藻類，紅藻類，顕花植物であるスガモなど

の植物体のみを着生基物としている。オオノノリはアカパギンナンソウ，エ

ゾツノマタ(クロパギンナンソウ)，ヒラコトジに良く着生するが，他の紅藷

にも稀に着生する。フイリタサはスガモlζ最も多く着生するが，ヒラコトミ人

ハケサキノコギリヒパなどにもごく普通に着生している。なお，その他の褐

藻，紅藻にも着生している。フイリタサの着生基物となる海藻，スガモの垂

直分布は潮間帯，或いは漸深帯である。乙れらの着生基物のうち漸深帯にあ

るのはスガモ，ウガノモク，フシスジモクであるが，フイリタサは乙れらの

植物体の比較的上部に着生していて潮間帯を上下している。一方，オオノノ

リはアカパギンナンソウ，ヱゾツノマタなどに着生し，干潮線の近くにその

着生帯をもっている。

マJレパアマノリ?，スサピノリ，ウップJレイノリ，ホソパチシマクロノ

リの着生基物は植物の外にフジツボ，イガイの貝殻及び岩石である。各種の

アマノりについてみると，マルパアマノリ?はヱゾイシグ，フクロフノリに

良く着生するが，他のスサピノリ，ウップJレイノリ，ホソパチシマクロノリ

は植物にあまり着生せず，フジツボやイガイの貝殻及び岩石lζ多く着生して

いる。ウツプJレイノリ，スサピノリは着生状況が良く各調査地域に広く分布

しているが，この2種のアマノリの着生基物は，主に貝殻及び岩石の他，ウ

ツプJレイノリでは潮間帯の上位で比較的波浪のあたる所にあるヒパマタ，ヱ

ゾイシゲ，マツノリ，ヱゾツノマタである。一方，スサピノリの着生基物は

貝殻及び岩石の他，潮間帯にあるマツノムイボノリや潮間帯から漸深帯に

あるウミトラノオ，カレキグサ，フジマツモ，ホソパフジマツモ，ハケサキ

ノコギリヒパ及び‘スガモである。乙のようにスサピノリはウップルイノリに

比べて着生基物が多く，垂直分布では下位で，潮間帯から漸深帯で比較的波
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第2表 アマノリの着生基物と基物にたいする着生状況

アマノリの種類

アマノリの着生基物 引レJぜい ウツプル ホソパチlw|フイリ
マノリ?ノ リ イノリ C マクロノリ タサ

ノリ

褐藻類

ヒ '‘t 宅F タ 1 

Z二 ゾイ シゲ 2 1 

ウ ガノ モタ 1 

ウミトラノオ 1 

フシスジモタ 1 

紅漢類

ピ リ ヒ '‘t 1 

てF ツ ノ リ 1 1 1 1 

フタロフノリ 2 1 1 

カ レキ グサ 1 

イ ポ ノ 1 1 
エゾツノマタ

1 2 (クロパギンナン)

アカパギンナンソウ 3 

ヒ 7 コ トジ 2 2 

ダ ，a- ス 1 

イ ギ ス 1 

ヤナギノ リ 1 1 

オ オ ソ ゾ 1 

イソムラサキ 1 

フジ マツモ 1 1 

ホソ，マフジマツモ 1 1 

ハケサキノコギリヒパ 1 2 

被子植物

ス ガ モ 1 3 

節足動物

フジツポ(二種) 2 2 2 1 

軟体動物

イ ガ イ 1 3 3 2 

岩 石 1 3 3 2 

註上衰の数字はアマノリの着生基物にたいする着生状況を示し，目測によって

次の 3階級IC分けた。

1 : アマノリが稀に着生するもの。
2: ア7 ノリが普通IC着生するもの。
3: アマノりが良く着生するもの。
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浪の少ない所に着生する。ホソパチシマクロノリは主にイガイの貝殻や岩石

に着生するがその外，満潮線附近のフジツボの貝殻やフクロフノリ，イボメ

リにも稀に着生する。ホソパチシマクロノリの着生帯は満潮線附近である。

なお，附着基物としてのマツノリは4種，フクロフノリは 3種のアマノ

リを附着させている。，附着基物として他の多くの海藻は 1-2種のアマノリ

が着生している。

C. アマノリの着生帯と消長(第2図及び第3図)

マルパアマノリ?の着生帯は各種アマノリの中で，最も狭く潮間帯上部

で，着生地域もチャラッナイ (9)に限られ，その面積も数m2でごく僅かであ

る。乙の種の消長は 11月下旬に出現，1-2月にかけて盛期となり 5月に消失

するが， 1-2月の盛期に採集した標本の中にも成熟体をみるのは稀である。

スサピノリの着生帯は潮間帯上部から漸深帯下部である。出現期は地域

によって幾分乙となるが， 1月から 2月初旬で，盛期は各地域で3-4月であ

る。 スサピノリの着生帯及び出現期を各地域でみると，電信浜(14)，チャラ

ッナイ (9)，絵鞘(16)の地域では着生帯も広く，同じく出現期も僅かではある

が他の地域より早い。
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第3図調査地域におけるアマノリの消長と果胞子放出期間

註 1) 上図で各種のアマノリの生育期間と果胞子放出期間を示したが，生育期

聞で~自になっているのが果胞子放出期間である。

2) 各々の調査地域で第1段目のものはウップルイノリ，次lζスサピノリ，

オオノノリ，フイリタサと続いている。ただし，イタンキ(2)の5第段目は

チシマクロノリ，チヤラッナイ(9)の第5段目は7Jレパアマノリ?である。

3) 1958年の消失期はチヤラッナイ 4種，電信浜l種だけを調査した。

ウップルイノりの着生帯は，飛沫帯から潮間帯下部でありスサピノリよ

り幾分狭い垂直分布を示している。その消長は地域で差があり 9月初旬か

ら11月中旬にかけて出現し， 12-3月が各地域の盛期で，消失期は早い地域

では3月，遅い地域では 6月中旬である。乙の種の生育期聞は，外海lζ面し

波浪の強いイタンキ (2)で最も長く，内湾にある陣屋(24)で最も短かい。着生

帯ではチャラッナイ (9)が最も広く陣屋 (24)が最も狭い。このようにウップ

ルイノリの着生帯，生育期聞は地域によって変化するが，一般に，外海で着

生帯も広く，生育期間も長く，着生状況も良いが，内湾である絵鞘から陣屋

では着生帯は狭く，生育期間も短かく，着生状況もあまり良くない。

ホソパチシマクロノりは満潮線附近の飛沫帯の一部から潮間帯上部にか

けて着生している。 乙の種の着生帯は狭く， 着生地域もイタンキ (2)に限ら

れ，着生面積もマJレパアマノリ?に次いで少なく 50m2程である。消長は 1

月中旬iζ出現し，3-4月が盛期で， 6月初旬には消失する。

オオノノリの着生帯は潮間帯下部から漸深帯上部で，干潮線の上下lζ位
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置していて狭い。乙の種の出現期は地域によってあまり変化がなく 1月中旬

から 2月初旬にかけておこり，盛期は 3--4月である。各地域で出現期をみる

とチャラッナイ(め，電信浜(14)で1月中旬に葉体がみられ，幾分遅れて長磯

(6)，絵鞘(19)にみられる。

フイリタサの着生帯は潮間帯である。出現期は 2月下旬から 3月中旬で

地域による変化は少なし盛期は 4--5月である。各地域で出現期をみると，

イタンキ (2)で幾分早く 2月下旬であり，陣屋(24)が最も遅く 3月中旬である

が，他の長磯(6)，チャラッナイ (9)，電信浜(14)，絵鞘(19)ではほとんど同じ

時期に葉体が出現しはじめる。

乙れらフイリタサやオオノノりは着生基物が褐藻類，紅藻類及びスガモ

などの植物体lζ限られているため，その生育期間や着生帯なども着生基物(褐

藻類，紅藻類及びスガモ)によって左右される傾向がある。

各種のアマノリの着生帯と消長を各調査地域で比較すると，着生帯の広

いのはスサピノリ，ウップJレイノリ，フイリタサである。ウップJレイノリは

スサピノリに比べ着生帯は上位で幾分狭く，地域によって変化があるが，ス

サピノリの着生帯は地域による変化は少ない。同様に，出現期もウップノレイ

ノリは地域によって変化し，外海に面する地域が早いが，スサピノリは変化

が少ない。他の3種のアマノリは着生帯が狭く，マルパアマノリ?，ホソパ

チシマクロノリは満潮線附近の潮間帯上部lζ，オオノノリは干潮線附近に着

生している。しかし，マルパアマノリ?，ホソパチシマクロノリは着生地域

が一部の地域に限られ，着生状況も悪く，着生面積も少ないなどの乙とから

考えると，室蘭沿岸は乙の2種のアマノリの生育適地でないと考えられる。

各種の消長についてみると，ウップルイノりが最も早く出現し，との種

の出現期の地域による変化は他のアマノリに比べて大きい。ウップルイノリ

の次にはマJレパアマノリ?がチャラッナイ (9)の調査地域に現われる。その

後，スサピノリ，チシマクロノリ，オオノノリが現われ，次に最も遅くフイ

リタサが現われる。スサピノリ，オオノノリ，フイリタサは地域によって出

現期の変化は少なく，特にスサピノリ，オオノノリは各地域でほぼ同じ時期

に出現し，地域による出現期が同じ傾向をもっている。このように出現期の

地域による変化は，着生帯の上限が飛沫帯にあり干出される機会の多いウッ

プJレイノリが大きく，一方，潮間帯から漸深帯にかけて着生し，干出される

乙とが少ないスサピノリ，オオノノリ，フイリタサはその変イじが少ない。各
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種のアマノリのそれぞれの地域における着生盛期は，ウップルイノリは出現

期と同様に地域によって変化があるが，他のアマノりは少なく，スサピノり

は3-4月，オオノノリも 3-4月，フイリタサは幾分遅れて 4-5月である。

ウップルイノリの着生盛期は 12-3月で期聞がかなり長い。消失期の地域に

よる変化は，ウップルイノリは出現期，着生盛期と同様に，その消失期も地

域による変化がみられる。各種のアマノリの地域による生育期聞は，陣屋lζ

着生するスサピノリ，ウップルイノリ，フイりタサが3-4カ月で消失し生育

期聞が陣屋では最も短かい。

Summary 

Ecological study of Porphyra was carried out by the writer on the coas包 of

7 selected stations around Muroran from Apri1 1958 to June 1959. 

From the results of this study， he recognizes the following facts: 
1. 7 species of PO中旬ra，P. suborbiculata prox， P. yezoensi・'s，P. pseudolinearis， 

P. umbilicalis f. lineari・'s，P. onoi and P. variegata are found in this ar伺.
2. Except for the stations of Etomo and Jinya， P. yezoensis and P. pseudolinearis 
are abundantly distributed. Otherwise， the distribution of P. suhorbi・'culataprox. is 
restricted only in Charatsunai，組dP. umbili'calis only in ltanki. 

3. P. onoi and P. vari，司rJatagrow on the other algae and Phyllospadix sp.， 
but the other species grow not only on plan岱 butalso on shells of animals and 

rocks. 

4. The vertical distribution of P. pseudolineari・sis fairly variable under the 

infiuences of some ecological factors (wave action， desiccation and etc.)， and then 

that of P. pseudolinearis changes from the supralittoral zone to the littoral zone in 

回 chstation. On the other hand， that of P. yezoensis is not so much influenced 

with these ecological factors， that is to say， this species occurs constantly between 
the littoral zone and the sublittoral zone in each station. 

5. P. pseudolinearis app飽 rsfrom September to November， and disappears 
from March ωJune in the following y伺 r. Except for this species and P. subor-

bicu必taprox.， the other species appear from January to February， and exist con-

tinuously to June except Jinya. 

6. Growing period of P. yezoensis， P. pseudolinearis and P. variegata is shorter 
in Jinya than in the other 6 s回tions.
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秋田県及び青森県南部沿岸産の海藻目録

加藤君雄h 加藤鉄也料

K. KATO and T. KATO: A list of the marine algae from 
the coast Akita Prefecture and southern 

part of Aomori Prefecture 

日本海沿岸の海藻については，生駒1) 今堀・瀬嵐ペ斎藤ぺ長谷川10)

広瀬2日および野田町らの報文がでて，地域的にはかなり詳細なフロラが判明

している。しかし，秋田県と青森県南部沿岸の海藻については，岡村4)の日

本海藻誌に産地が羽後，陸奥となっているのを若干見受ける程度で，他にま

とまったフロラの貢献はない。

そ乙で筆者らは 1959年以来 10数回にわたって沿岸の各地で採集を行

ない，次にあげる藍藻 1種，緑藻 15種，褐藻 32種および紅藻 55種を明らか

にした。まだ採集は不十分であるが今後の研究の一つの資料を提供する意味

で，乙乙lζ報告する。

なお本研究にあたり，標品の査定Iζ御教示を賜わった，北大の山田幸男，

中村義輝，九大の故瀬川宗吉の三博士に深甚なる謝意を表する。

* 秋田大学学芸学部生物学教室
料秋田県男鹿市椿中学校
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